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1．緒　　言

　従来，甲状腺機能の指標として，血中の総T4，

総T3が測定されてきたが，これらの大部分は血

中で蛋白と結合して存在しており，結合蛋白の濃

度や結合能が変化する疾患や状態では，これに伴

って甲状腺ホルモン濃度が変動し，甲状腺機能を

正しく反映しない場合があった．血中で一部の甲

状腺ホルモンは蛋白と結合せず遊離型ホルモンと

して存在し，その濃度は結合蛋白量の変化をほと

んど受けない．したがって遊離型甲状腺ホルモン

濃度の測定は甲状腺機能をより正しく反映すると

考えられる．最近T4については，　RIAキットに

より遊離型ホルモン濃度が測定できるようになっ

たが1・2），今回その応用として開発された遊離型

T3（FT　3）濃度測定キットの検討を行った．

n．測定原理・方法

　本キットの特徴は，Amerlex　FT4キットと同様

tracerとしてTBGへの結合性の弱いT3－conjugate
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を用いていることおよび抗T3抗体を粒子に結合

させていることである．したがって1251－T3　con－

jugateは血中FT3とTBG結合T3の平衡状態を

乱さない．この状態で血中FT3と1251・T3　con－

jugateの間でT3抗体に対する競合反応を行わせ，

その後抗体結合粒子を遠沈することによりB／F

分離を行う．

　実際の方法は，被検血清100　＃1，1251－T3　con－

jugate　500μ1，抗T3抗体500　ptlを37°Cで2時

間インキュベートし，1，500×gで15分間遠沈後，

上清をデカントして沈渣の放射能を測定する3）．

m．方法および対象

　キットの基礎的検討としては，インキュベーシ

ョン時間および温度の影響を調べた．臨床的には

正常者30例，バセドウ病33例，甲状腺機能低下症

25例（一次性20例，中枢性5例），TBG減少症3

例，10w　T3　syndrome　30例，正常妊婦29例（第1

期9例，第2期10例，第3期10例），慢性腎不全

22例である．同一血清にっいて，総T4，総T3，　T3

摂取率，TSH，　Fr4濃度をおのおのT4　RIA　II，　T3

RIA　II，スパックT3，高感度RIA4）およびGam・

macoat法で測定した．

　Key　words：　Free　triiodothyronine，

noassay，　Thyroid　disease．

Radioimmu．
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IV．結　　果

1．基礎的検討

A）温度の影響

核医学　　22巻7号（1985）

　インキュベーションを4°C，22°C，37°Cで，お

のおの2時間行った結果をFig．1に示す．1251－T3

conjugateと抗体との結合率は，　Free　T3標準液

の各濃度において温度の上昇とともに増加し，

37℃で最も良好な結合率を示した．

　B）時間の影響

　Figure　2はインキュベーションを，37°Cで30

分，1時間，2時間，3時間，4時間行った結果を

示す．1251－T3　conjugateと抗体との結合率は時間

とともに上昇するが，2時間以後は変化が少なく，

インキュベーションは2時間が適当と考えられた．
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Fig．1　Effect　of　incubation　temperature．
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Fig．2　Effect　of　incubation　time．

　C）標準曲線

　Figure　3は8回のアッセイの標準曲線を示す．

最低標準濃度0．6　pg／mlのB／Boは83％，最高濃

度23pg／m1のそれは16％であった．標準曲線の

勾配は十分に急峻であり，良好な用量反応性を示

した．

　D）アツセイ内およびアツセイ間変動係数

　FT3濃常，低・中・高3血清についてのアッセ

イ内およびアッセイ間変動係数はそれぞれ9・3％，

4．8％，4．2％および10．8％，5．5％，7．8％であった．

低濃度血清の変動係数はやや高値であったが，

中・高濃度血清については10％以内であり，キッ

トの精度・再現性は高いものと考えられた．

　2．臨床的検討

　Figure　4正常および各種疾患時のFT3濃度を

示す．正常人30例のFT3濃度は2．80　pg／m1から

4．6gP9／mlに分布し，平均は3．88土0．44P9／mlで

あった．よって土2SDをとって，3．0～4．8　P9／ml

を正常域と定めた．

　バセドウ病患者では甲状腺機能充進状態にある

33例が6・5pg／mt以上に分布し，正常との重なり

はなかったが，23例は測定域以上であった．甲状

腺機能低下症患者では測定感度以下から4．42P9／

mlに分布し，平均値1．86土1．02　p9／m～であった

が，一部正常域との重なり合いが認められた．中
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Fig．3　Standard　curve　of　Amerlex　Free　T3　RIA　kit．
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Fig．4　Serum　free　T3　concentrations　in　various　conditions．
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Fig．5　Relationship　between　FT3　concentration　and

　　　TT3　concent「ation．

枢性甲状腺機能低下症患者5例も，一次性甲状腺

機能低下症患者とほぼ同じ範囲内に分布した．神

経性食欲不振症および重篤な慢性疾患患者等にみ

られる10w　T3　syndrome　30例では平均値1．88±

0．59pg／m1であり，全例正常域よりも低値であっ

た．TBG低下症3例はほぼ正常域に分布した．

妊婦との関係では，妊娠月数の経過とともにFT3

濃度は低下し，第3期では2．44pg／m1～3．09　P9／

m1に分布し，平均値は2・79土0・21　P9／m1であり，
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Relationship　between　FT3　concentration　and

FT3　index．

10例中8例が機能低下域にあった．慢性腎不全患

者22例はすべて正常より低値域にあり，その平均

値は2．02士0．32pg／m1であった．なお脂肪酸の測

定系に対する影響をみるためにヘパリン添加後の

慢性腎不全患者10例の血漿のFT3値を測定した

が，その平均値は，2．23士0，23pg／m1であり，ヘパリ

ンを加えない血清との間に有意差を認めなかった．
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Fig．7　　FT3／TT3　ratio　in　various　conditions．

Table　l　A　patient　with　anti－T3　antibody

Patients　S．S．

　T4　　：　12．3μg／dl

　FT4　：　1．97　ng／m～

　T3RU：27．8％
　TSH：≦0．5μU／ml
　T3　　：　42．O　ng／dl

　FT3　：　13．O　pg／ml

1251－T3－X十patient　serum十PEG

1251－T3－X十control　serum十PEG

1251－T3－X十patient　serum十Ab－particle

1251－T3－X十patient　serum十Ab－p．十PEG

Precipitate（cpm）

　　10，900

　　1，040

　　3，400
　　10，500

Ab－P．：Antibody　particle

　Figure　5にはFT3と総T3の関係を示す．甲

状腺機能充進症患者，健常者，機能低下症患者を

加えるとn＝60で［FT3　P9／ml］＝4．35［TT3　ng／

m4－0．37であり，　r＝0．96と有意（P＜0．01）の正

相関を示した．また健常者のみでは（n－30），［Fr　3］

＝2．29【TT3］十1．12であり，　r＝0．69（p＜0．Ol）で

あった．

　Figure　6にFT　3濃度とFree　T　3　index（総T3×

T3　uPtake）の関係を示すが，やはりr－0．94と有

意（p＜0．01）の正相関を示した．

　Figure　7は健常者および各種疾患患者のFT3

（ng／m1）／総T3（ng／m1）比を％表示したものであ

る．正常人の平均は0．32±0・03％であり，0・26～

0．38％を正常範囲とした．バセドウ病未治療者で

は0．39土0．04％と正常者に比して有意（p＜0．Ol）

に高値であった．この値はバセドウ病患者を治療

することによって正常に復した．なおバセドウ病

患者で薬物治療中の2例でFT　3／TT　3値が異常に

高値をとったので，その理由につき検討した．こ

れにっいては次項で述べる．甲状腺機能低下症患
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者は正常者に比して低値となった．また甲状腺剤

投与中の患者でも低値をとる傾向がみられた．

low　T3　syndromeの患者は幅広く分布し，特徴は

みられなかった．TBG減少症の2例はやや高値

となった．妊娠および腎不全の症例でも有意に低

値となった．

　Table　1はFT3／TT3が異常高値となったバセ

ドウ病患者の1例の甲状腺機能検査を示す．TT4

およびFT4は正常～やや高値であるのに対し，

TT3はT3　RIA－II法ではみかけ上低値，　FT3は

高値となっている．そこで抗T3抗体の存在が疑

われたため，患者血清と1251－T3　conjugateとをイ

ンキュベートしたところ，有意の結合を認めた．

さらにこの系にキット抗体を加え，polyethy・

leneglycol（PEG）でB／F分離したところ，沈渣カ

ウントはPEGなしでの遠沈に比して大となった．

これらの結果より，抗T3抗体の存在が推測され
た．

V．考　　案

本キットの測定原理および方法はAmerlex　FT4

キットとほぼ同様であり，測定結果についても精

度，再現性は高いものであった．

　臨床的検討では，未治療バセドウ病患者では正

常者と完全に分離されたが，測定域以上が多数み

られ，若干配慮を要すると思われた．甲状腺機能

低下症では25例中3例が正常範囲内に分布したが，

これはTSHの効果によるT3の選択的分泌増加

に基づくものであり，甲状腺機能低下症の診断に

T3測定のみでは不十分であると考えられた．TBG

減少症では，ほぼ正常範囲に分布したが，妊娠で

は月数の経過とともにむしろ正常低値をとった．

この傾向はAmerlexによるFT4測定時にも報告

されており5），原因としてTBG増加の影響，キ

ットの原理上の問題などが考えられたが，詳細は

明らかでない．

　FT　3測定のTT　3測定に対する特徴をみるため

にFT3／TT3比を調べたが，バセドウ病，　TBG減

少症で正常より高値，甲状腺機能低下症で低値を

1059

とったが，おのおのTBG減少，増加によりTT3

がFT3に対して相対的に低値あるいは高値をと

るためと考えられた．妊娠では月数の経過により

Fr3は低値，　TT3は高値となるためFT3／TT　3は

有意に低値となった．この理由の詳細は不明であ

るが，一例としてアルブミン減少により血中Fr3

と抗体との結合が増加することも関与し得ると考

えられた．

VI．結　　論

　Amerlex　Free　T　3キットを検討し以下の結論を

得た．

　1）37°C，2時間のインキュベーションにより，

血中FT3濃度測定が可能で，キットの再現性，

精度は満足すべきものであった．

　2）正常範囲は3．0～4．8P9／m1であり，未治療

バセドウ病患者では6．5P9／m1以上に分布したが，

甲状腺機能低下症では一部に正常との重なりがみ

られた．

　3）TBG減少症では正常値をとり，妊娠では

正常から正常低値となった．

　4）抗T3抗体陽性患者では，本キットによる

FT3値は高値をとった．

　5）TT　3およびFree　T3　indexとの相関は良好

であった．

　以上より本キットは臨床的に有用であると考え

られた．
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